
【ロジックモデル】 

■ロジックモデル                                  
 
政策の基本目標４   美しい環境と心を守り育てるまちづくり 

◆基本施策４－３ 安心・安全な地域社会の構築  《１/２》 
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自主防災組織育成事業(新規) 

避難場所看板設置事業(新規) 

急傾斜地崩壊・土砂災害危険
個所調査(新規) 

災害時要援護者避難支援登録
事業(新規) 

デジタル防災行政無線整備事
業(新規) 

危機管理マニュアル策定(新
規)、施設管理計画策定(新規) 

木造住宅耐震診断支援事業、
木造住宅耐震改修支援事業 

河川整備事業、河川維持管理
事業、浸水対策整備事業 

岩手中部水道企業団出資金 

公共土木災害復旧事業・緊急
時用連絡管の整備(新規) 

防火水槽整備事業、消火栓整備事

業、消火栓維持管理負担金 

市民が高い防犯・防災意識を持
って、市民自らが生活を守るこ
とのできる環境がある 

日ごろから災害に
対する備えや災害
発生時に自発的な
災害活動が行える
ようになっている 

地域で災害発生のポイント
が共有(周知)され、安全な避
難経路や避難施設が平時か
ら理解されている 

高齢者や障がい者などが災
害時に安全に避難できる 

災害発生時に迅速・的確な情
報伝達や情報収集ができる 

情報収集連絡体制
が整備される 

平時から危機管理体
制が構築されている 

災害発生時に迅速・的確な対
応がなされ市民の安全性が
確保される 

総合的な防災対策
の推進 

自主防災組織の育
成強化 

避難場所や災害危険
区域等の情報提供 

災害時要援護者の
支援【再掲】 

災害情報収集連絡
体制の整備 

危機管理体制の強
化 

災害に強いまちづ
くりの推進 

耐震診断・改修費用
の支援 

河川改修の推進と
河川機能の保持 

災害に耐えられる 
ﾗｲﾌﾗｲﾝの確保 

災害による被害を
未然に防ぐ整備が
進められている 

防災のための組織・連携構
築と、災害に強い施設設備
の充実によって市民の生
活を守る 

災害発生時に迅速・的
確な復旧作業が行わ
れる 

災害復旧により市民の安
全・安心な生活が確保されて
いる 

迅速な災害復旧事
業の実施 

消防屯所建設事業、消防車両
の整備更新 

消防力の充実 
消防機能の維持・向
上 

消防団事業 

北上地区消防組合事業(負担
金) 

防災職員育成研修会の参加 

消防団活動の推進 

救急救命体制の充
実 

防災担当職員の育
成 

消火栓等の設置や
消防施設の整備に
より消防機能が高
くなっている 

消防団員が確保され
消防団活動がより一
層活発化する 

市民に応急手当方法
が理解され、救急救命
に活かされている 

専門知識を身につけ
た職員が育成される 

交通安全対策の推
進 

交通安全意識の普
及・啓発 

交通安全運動啓発推進事業、
地域交通安全事業 

交通指導員設置事業、交通安
全啓発活動実践団体補助 

交通災害共済の推
進 

交通事故相談員設置事業、市
町村交通災害共済事業 

交通安全意識の啓
発により交通事故
発生件数が減って
いる 

交通事故に遭った際
に相談するところが
ある 

地域・家庭・学校などが連
携し交通事故のない市民
誰もが安心して安全に住
めるまちになっている 

交通安全施設の整
備 交通安全施設等総点検事業 

交通安全施設整備事業、街路
灯設置事業 

交通事故が発生し
ないような環境が
整備されている 

施 策 方 向 事 業 
直接の効果 
(短期成果) 

中期成果 
長期効果 
(最終成果) 

市民との連携によ
る空き家対策の推
進 

空家等対策計画に基づく対策
事業 

空き家所有者等が対

応の必要性を考える
ようになっている 

危険空き家の減少や、空き家
の有効活用がなされる 

ため池の防災・減災
対策の推進 

ため池一斉点検 

※ ロジックモデルとは、それぞれの施策がその目的を達成し、成果を上げるまで
のプロセスを論理的に説明（確認）するためのツールです。 


